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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第35期

第３四半期
連結累計期間

第36期
第３四半期
連結累計期間

第35期

会計期間
自2017年４月１日
至2017年12月31日

自2018年４月１日
至2018年12月31日

自2017年４月１日
至2018年３月31日

売上高 （千円） 7,127,822 6,969,463 9,494,353

経常利益 （千円） 768,196 818,925 973,086

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 543,911 579,803 731,153

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 705,586 473,556 883,832

純資産額 （千円） 8,840,594 9,385,397 9,019,280

総資産額 （千円） 12,829,385 13,087,217 13,048,112

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 106.37 113.25 142.99

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 66.8 69.5 67.0

 

回次  
第35期

第３四半期
連結会計期間

第36期
第３四半期
連結会計期間

会計期間  
自2017年10月１日
至2017年12月31日

自2018年10月１日
至2018年12月31日

１株当たり四半期純利益金額  （円） 37.25 37.38

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経

営指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

EDINET提出書類

株式会社カネミツ(E02248)

四半期報告書

 2/16



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、自然災害による生産活動への一時的な影響はあったもの

の、企業収益や雇用・所得情勢の改善が続き、緩やかな回復基調で推移しました。

　自動車業界におきましては、軽自動車の販売好調が続いており、国内の自動車販売台数は前年同期比2.1％と増

加幅が拡大し、特に第３四半期会計期間においては同比6.4％の増加となりました。

　このような経済状況のもとで、当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）の売上高は6,969百万円

（対前年同四半期158百万円減少［△2.2％］）となりました。利益面では、営業利益811百万円（対前年同四半期

９百万円増加［1.1％］）、経常利益818百万円（対前年同四半期50百万円増加［6.6％］）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益579百万円（対前年同四半期35百万円増加［6.6％］）となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　日本は売上高4,521百万円（対前年同四半期340百万円減少［△7.0％］）、営業利益368百万円（対前年同四半

期32百万円減少［△8.1％］）となりました。東南アジアは売上高1,685百万円（対前年同四半期96百万円増加

［6.1％］）、営業利益130百万円（対前年同四半期34百万円増加［36.3％］）となり、中国は売上高984百万円

（対前年同四半期46百万円増加［4.9％］）、営業利益260百万円（対前年同四半期17百万円増加［7.3％］）とな

りました。

 

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は13,087百万円となり、前連結会計年度末に比べ39百万円の増加

となりました。流動資産は260百万円増加しましたが、主として現金及び預金の増加305百万円、受取手形及び売

掛金の減少58百万円、原材料及び貯蔵品の増加８百万円等によるものであります。固定資産は221百万円減少しま

したが、主として機械装置及び運搬具の減少80百万円、建設仮勘定の減少76百万円、無形固定資産の増加33百万

円、投資有価証券の減少104百万円等によるものであります。

　負債は3,701百万円となり、前連結会計年度末に比べ327百万円の減少となりました。流動負債は226百万円減少

しましたが、主として支払手形及び買掛金の減少84百万円、短期借入金の減少14百万円、その他の減少130百万円

等によるものであります。固定負債は100百万円減少しましたが、主として長期借入金の減少48百万円、繰延税金

負債の増加32百万円、その他の減少76百万円等によるものであります。

　純資産は9,385百万円となり、前連結会計年度末に比べ366百万円の増加となりましたが、主として利益剰余金

の増加454百万円、その他有価証券評価差額金の減少83百万円、為替換算調整勘定の減少24百万円、非支配株主持

分の増加10百万円等によるものであります。

　この結果、自己資本比率は69.5％となりました。
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(2) 経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、122百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社カネミツ(E02248)

四半期報告書

 4/16



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2018年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2019年２月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 5,129,577 5,129,577
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数は100株

であります。

計 5,129,577 5,129,577 － －

　（注）普通株式は完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高

（千円）

2018年10月１日～

2018年12月31日
－ 5,129 － 556,073 － 450,193

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2018年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

2018年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

　無議決権株式 － － －

　議決権制限株式（自己株式等） － － －

　議決権制限株式（その他） － － －

　完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

　普通株式

6,200

 

　　　　　　　　－

 

　単元株式数100株

　完全議決権株式（その他）
 普通株式

5,121,400

 

51,214
　同上

　単元未満株式
 普通株式

1,977

 

－
　１単元（100株）未満の株式

　発行済株式総数 5,129,577 － －

　総株主の議決権 － 51,214 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式49株が含まれております。

 

②【自己株式等】

2018年12月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

  所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計 (株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社カネミツ

兵庫県明石市

大蔵本町20-26
6,200 － 6,200 0.12

　　　　計 　　　　－ 6,200 － 6,200 0.12

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2018年10月１日から

2018年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,071,657 2,376,980

受取手形及び売掛金 2,089,702 2,030,912

電子記録債権 589,870 569,692

商品及び製品 100,458 99,823

仕掛品 392,820 449,967

原材料及び貯蔵品 73,310 81,472

その他 104,284 73,469

流動資産合計 5,422,104 5,682,318

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,488,088 3,484,119

減価償却累計額 △1,691,857 △1,776,691

建物及び構築物（純額） 1,796,230 1,707,428

機械装置及び運搬具 7,964,754 8,066,720

減価償却累計額 △5,786,160 △5,968,390

機械装置及び運搬具（純額） 2,178,594 2,098,330

工具、器具及び備品 1,070,883 1,108,365

減価償却累計額 △874,381 △926,814

工具、器具及び備品（純額） 196,502 181,550

土地 2,131,519 2,132,892

建設仮勘定 374,219 297,573

有形固定資産合計 6,677,066 6,417,775

無形固定資産 100,945 134,223

投資その他の資産   

投資有価証券 639,466 535,230

関係会社株式 86,661 202,426

その他 121,869 115,242

投資その他の資産合計 847,996 852,900

固定資産合計 7,626,007 7,404,899

資産合計 13,048,112 13,087,217
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,056,769 972,150

短期借入金 797,603 782,922

1年内返済予定の長期借入金 142,498 206,767

未払法人税等 103,684 53,154

賞与引当金 156,666 149,865

役員賞与引当金 16,452 13,230

その他 766,399 635,623

流動負債合計 3,040,074 2,813,713

固定負債   

長期借入金 382,186 333,493

長期未払金 46,380 46,380

繰延税金負債 211,561 244,157

退職給付に係る負債 246,914 238,577

その他 101,713 25,496

固定負債合計 988,757 888,106

負債合計 4,028,831 3,701,819

純資産の部   

株主資本   

資本金 551,099 556,073

資本剰余金 445,219 450,193

利益剰余金 7,201,257 7,655,660

自己株式 △6,686 △6,687

株主資本合計 8,190,890 8,655,240

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 251,713 167,777

為替換算調整勘定 301,835 277,317

その他の包括利益累計額合計 553,549 445,094

非支配株主持分 274,841 285,062

純資産合計 9,019,280 9,385,397

負債純資産合計 13,048,112 13,087,217
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2017年４月１日
　至　2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

売上高 7,127,822 6,969,463

売上原価 5,156,411 5,015,976

売上総利益 1,971,411 1,953,486

販売費及び一般管理費 1,169,361 1,142,360

営業利益 802,049 811,126

営業外収益   

受取利息 1,800 3,784

受取配当金 11,066 12,614

持分法による投資利益 － 8,725

その他 7,223 12,831

営業外収益合計 20,090 37,956

営業外費用   

支払利息 17,552 17,781

持分法による投資損失 16,032 －

為替差損 358 11,793

その他 20,000 583

営業外費用合計 53,943 30,157

経常利益 768,196 818,925

特別利益   

固定資産売却益 3,355 1,662

投資有価証券売却益 25,457 －

補助金収入 － 20,883

保険解約返戻金 － 938

特別利益合計 28,813 23,484

特別損失   

固定資産売却損 1,967 571

固定資産除却損 125 6,920

特別損失合計 2,092 7,491

税金等調整前四半期純利益 794,916 834,918

法人税、住民税及び事業税 166,179 190,603

法人税等調整額 93,898 63,124

法人税等合計 260,078 253,727

四半期純利益 534,838 581,190

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△9,073 1,387

親会社株主に帰属する四半期純利益 543,911 579,803
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2017年４月１日
　至　2017年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

四半期純利益 534,838 581,190

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 72,401 △83,936

為替換算調整勘定 98,059 △16,737

持分法適用会社に対する持分相当額 286 △6,959

その他の包括利益合計 170,747 △107,634

四半期包括利益 705,586 473,556

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 708,185 471,349

非支配株主に係る四半期包括利益 △2,598 2,207
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【注記事項】

（追加情報）

　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３

四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりで

あります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

減価償却費 532,389千円 501,909千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2017年４月１日　至2017年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月22日

定時株主総会
普通株式 61,359千円 12.00円 2017年３月31日 2017年６月23日  利益剰余金

2017年11月９日

取締役会
普通株式 53,688千円 10.50円 2017年９月30日 2017年12月４日  利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後と

　なるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2018年４月１日　至2018年12月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月21日

定時株主総会
普通株式 61,358千円 12.00円 2018年３月31日 2018年６月22日  利益剰余金

2018年11月８日

取締役会
普通株式 64,041千円 12.50円 2018年９月30日 2018年12月３日  利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後と

　なるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2017年４月１日　至2017年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 東南アジア 中国 計

売上高       

外部顧客への売上高 4,684,276 1,505,601 937,945 7,127,822 － 7,127,822

セグメント間の内部売

上高又は振替高
177,747 82,880 97 260,724 △260,724 －

計 4,862,023 1,588,481 938,042 7,388,547 △260,724 7,127,822

セグメント利益 400,863 96,112 242,421 739,397 62,651 802,049

　（注）１．セグメント利益の調整額62,651千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△28,416

千円及び報告セグメント間の取引の相殺消去等91,068千円が含まれております。

　　　　　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　　２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2018年４月１日　至2018年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 東南アジア 中国 計

売上高       

外部顧客への売上高 4,395,906 1,589,173 984,382 6,969,463 － 6,969,463

セグメント間の内部売

上高又は振替高
125,746 95,891 16 221,654 △221,654 －

計 4,521,653 1,685,065 984,399 7,191,118 △221,654 6,969,463

セグメント利益 368,360 130,994 260,198 759,554 51,572 811,126

　（注）１．セグメント利益の調整額51,572千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△30,326

千円及び報告セグメント間の取引の相殺消去等81,899千円が含まれております。

　　　　　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　　２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日

至　2017年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 106円37銭 113円25銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 543,911 579,803

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金

額（千円）
543,911 579,803

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,113 5,119

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　2018年11月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 （イ）配当金の総額…………………………………………64,041千円

 （ロ）１株当たりの金額……………………………………12円50銭

 （ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………2018年12月３日

 （注）2018年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年２月６日

株式会社カネミツ

取締役会　御中
 

 

有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊東　昌一　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 樋野　智也　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カネミ

ツの2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2018年10月１日から2018年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カネミツ及び連結子会社の2018年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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